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【調査の概要】
Ⅰ　調査の概要

（１）調査の目的
市では平成24年３月策定の「下野市地域福祉計画」、下野市社会福祉協議会により平成26年３月に策定された「下野市地域福祉活動計画」に基づき、誰もが住み慣れた地域で、安心して暮らせるまちづくりのため、市民、関係機関・団体と行政が連携し、地域住民がお互いに助け合い、支え合うことのできる仕組みづくりと、具体的な施策を推進しています。
両計画の最終年度にあたり実施したこのアンケート調査は、18歳以上の市民2,000名を対象に、福祉観や地域活動への参加状況、ご意見やご提言などをお聞きするとともに、現行（第1期）計画策定の際に実施した調査結果との比較も行うことで意識変化の把握にも努め、「第２期計画」策定のための基礎資料とするために行われた調査です。
尚、市の地域ごとの特徴や、地域性に関する意識を掴むために、前回調査と同様、４中学校区での分析を可能とする設問構成と致しました。
（２）調査方法
・一般市民   ：郵送配布、郵送回収
（３）実施時期
・平成28年8月15日～8月31日

（４）回収結果
	対象
	配布数
	回収数
	回収率
	有効回答数
	有効回収率

	一般市民
	2,000
	832
	41.6％
	832
	41.6％


（５）報告書を見る際の注意事項

●調査結果の比率は、その設問の回答者数の合計を基数として、少数点以下第２位を四捨五入して算出し、小数点第１位までを「構成比」として表示しています。したがって、回答比率の合計は必ずしも100％にならない場合があります。

●複数回答形式の設問については、「ｎ」で表す、その設問の有資格回答者数を基数として各回答の「比率」を算出しています。したがって、すべての回答比率の合計は100％を超えることがあります。

●選択肢の語句が長い場合、本文や図表中では省略した表現を用いている場合があります。
●クロス分析において、回答者数の少ない属性についてのコメントは控えている場合もあります。
【アンケート結果】
Ⅱ　調査結果の概要
１.属性について

○性別では、女性が男性よりもやや上回っています。

○年代では、「30歳代」と「40歳代」がそれぞれ18.0％、18.3％、「70歳代」は10％、「80歳以上」は6％と、高年代で徐々に減少しています。
○住んでいる区域では、「石橋中学校区」が34.6％で最も多く、次いで国分寺中学校区27.3％となっています。年代とのクロスでは、南河内中学校区に住む人にやや若い人が多くなっています。
○現在の居住期間では、「20～49年住んでいる」が39.7％となっています。地区別では、南河内第二中学校区の「20～49年住んでいる」人が44.7％で最も多くなっています。
○職業で最も多いのは、「会社員」で29.4％となっています。
○お持ちの専門的知識や技能では、「パソコン、インターネットなど」、「介護、看護など」が10％以上となっています。
○家族構成で最も多いのは、「親と子の２世代世帯」で46.6％です。
○ご自身を含め、同居している家族で最も多いのは、「65歳以上の人」で、35.0％です。「介護を必要とする人」がいる人は7.5％です。
２.福祉について

○福祉について関心があるかでは、「ある程度関心がある」、「とても関心がある」を合わせると76.0％の方が下野市の福祉に関心があると回答していますが、この割合は前回（H22）調査結果80.6％からやや低下し、「あまり関心がない」人が増えています。
年代別でみると20歳以上の年代で「ある程度関心がある」が最も多く、60歳代を除き、年代とともに「とても関心ある」割合が高くなる傾向がみられます。
○特に関心がある福祉では、「高齢者福祉（高齢者介護など）」が65.1％と最も多く、続く「児童福祉（子育てなど）」や「地域福祉（地域での支えあい活動など）」、「社会福祉（福祉全般）」を30％近く離しています。
地区別でみてもすべての地区で「高齢者福祉（高齢者介護など）」が最多ですが、「国分寺中学校区」では「高齢者福祉（高齢者介護など）」が58.1％に対し、「児童福祉」も45.3％と高くなっています。
○下野市は子どもや高齢者、障がいのある人などにとって暮らしやすいまちであるかでは、「まあまあ暮らしやすいと思う」、「暮らしやすいと思う」を合わせると48.5％で、前回調査結果と同じでした。

○「福祉」の充実と、その財源となる税金などの負担についてでは、「負担は現状程度にして、市民や民間の協力により福祉の充実を図るべきである」が41.5％で最も多く、次いで「福祉の充実のために、負担が増えるのはやむを得ない」が38.7％となっています。
３.「地域」との関わりについて

○あなたが考える「地域」の範囲では、33.4％の方が「自治会」と回答していますが、年代別でみると10～20歳代では「下野市全域」が最多となっています。
地区別でみると、国分寺中学校区だけ「下野市全域」が最多であるのが特徴的です。
○今住んでいる地域に愛着があるかでは、「ある程度ある」「大いにある」と合わせると63.7％の方が愛着があると回答していますが、前回調査の結果と比較すると、市民の地域への愛着意識が低下していることが伺えます。

○愛着があると感じる理由は、「安心して住めるから」が56.6％、「生まれ育ったまちだから」が39.6％、「自然などの環境が良いから」が35.7％、「地域の人と親しくしているから」が33.4％となっています。

○ふだん隣り近所の人とどの程度の付き合いをされているかでは、「会えばあいさつをかわす程度」が37.4％で最も多く、「たまに立ち話をする程度」が25.2％で続きます。
年代別でみると、年代の高まりとともに「常日頃から、家族ぐるみの付きあいがある」といった深い関係への回答が高くなる傾向です。
地区別にみると、すべての地区で「会えばあいさつをかわす程度」が最多ですが、南河内中学校区では、より深い付きあいをしていることが伺えます。
○毎日の暮らしの中で、どのような悩みや不安を感じているかでは、「自分や家族の健康に関すること」が最も多く、54.3％です。
○暮らしの中で相談や助けが必要なとき誰に頼みたいと思うかでは、「家族・親戚」が83.9％、「知人・友人」が44.4％、市役所職員が16.6％で続きます。
○あなたの住んでいる地域の中での問題点や不足していると思うものでは、「緊急時の対応体制がわからない」が28.2％で最も多く、「世代間の交流が少ない」が23.6％、「隣り近所との交流が少ない」が21.9％となっています。

地区別でみると、南河内中学校区で、「緊急時の対応体制がわからない」が18％と、他の地区よりも低い結果となっています。
○地域住民が取り組むべき課題や問題では、「防犯や防災など地域の安全を守ること」が39.1％で最も多く、「高齢者の社会参加や生きがいづくり」が29.7％、「高齢者世帯の生活支援」が26.1％、「共働き家庭の子育て支援」が22.6％となっています。

地区別でみてもすべての地区で「防犯や防災など地域の安全を守ること」が最も多くなっていますが、南河内中学校区では、他地区よりもその割合はやや低くなっています。

○あなたの周辺で孤独死や児童虐待などが起きるおそれがある状況を知った際の対応で多いのは、「警察・交番に連絡する」が29.0％、「市役所、福祉事務所、地域包括支援センターへ連絡する」が25.5％です。

○高齢者や障がいのある人の介助・介護や子育てなどで困っている家庭があった場合どのような手助けができるかでは、「安否確認の声かけ」が55.2％、「緊急時の手助け」が46.4％となっています。

○日常生活の中で起こる問題に対してどのような方法で解決するのが良いかでは、「自分たちの生活に関わることだから、できるだけ住民同士で協力して解決したい」が45.8％で最多ですが、前回調査結果47.7％よりも低下しています。
○「下野市地域福祉計画」を知っているかでは、「知らない」が63.0％と多く、また「少し知っている」、「よく知っている」を合わせても11.2％です。
○「下野市地域福祉活動計画」を知っているかでは、「知らない」が67.2％と多く、また「少し知っている」、「よく知っている」を合わせても9.4％です。
○地域福祉を進めるためには、市民の参加が必要とされていることを知っているかでは、「知らない」が51.0％、「少し知っている」、「よく知っている」を合わせると25.0％となっています。

４.地域活動やボランティア活動などについて

○地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等について、取り組んでいるかでは、「取り組んだことはない」が43.6％となっています。

○取り組んでいる地域活動やボランティア活動としては、「自治会の活動」が51.9％で最も多く、「ボランティア活動」が27.4％、「子ども会の活動」が25.1％、「ＰＴＡの活動」が21.9％となっています。
○現在活動していない理由では、「時間がない」が50.4％です。「勤務などの都合で機会がない」が48.7％で続きます。
○今後、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等に、どの程度取り組んでいきたいと考えているかでは、「機会があれば、取り組んでもよい」が49.0％となっています。

年代別でみても、10歳代～70歳代まで「機会があれば、取り組んでもよい」が最多です。
保有する専門的知識や技能別にボランティアへの参加意向をみると、「積極的に取り組んでいきたい」と回答した人は「学習指導」や「スポーツ指導」の知識・技能をお持ちの人に多く、「できるだけ取り組んでいきたい」と回答した人では、「農業・園芸」の知識・技能をお持ちの人、「機会があれば取り組んでもよい」と回答した人では、「介護・看護」の知識・技能をお持ちの人が最も多くなっていました。
○どのような条件であれば、活動・参加したいかでは、「気軽に参加できる」が62.3％で最多でした。
○今後してみたい地域活動やボランティア活動等では、「特技や趣味を活かした交流活動（手芸、調理、農作業、スポーツ、外国語、パソコン、陶芸など）」が最も多く、知識や技能を持つ人のボランティアへの参加意欲が高いことが裏付けられる結果となっています。
○地域における助け合い、支え合い活動を活発にするためには、どのようなことが重要だと思うかでは、「困っている人と、支援できる人との調整を図る人材を育成する」が33.2％、「地域における福祉活動の意義と重要性をもっとPRする」が31.9％となっています。

５.福祉サービスなどについて

○「保健福祉センター（ゆうゆう館・きらら館）」は79.8％の認知度で、「社会福祉協議会（社協）」、「民生委員児童委員」がそれぞれ54.9％、53.6％の人に知られています。

年代別、地区別でみても、すべての年代で「保健福祉センター（ゆうゆう館・きらら館）」が最も認知度が高くなっていますが、高齢者では「社協」の認知度が高く、逆に若い年代では「地域子育て支援センター」の認知度が高い傾向が見られます。
○自分に必要な「福祉サービス」の情報をどの程度入手できているかでは、「ほとんど入手できていない」人が35.3％います。
○「福祉サービス」に関する情報源では、「市役所の窓口や広報紙」が71.8％と多く、「インターネット」は25.0％、「隣り近所の人・知人・友人」は23.2％です。
○情報の入手ができていない理由では「どこで信頼できる情報を得たらよいかわからない」が68.4％となっています。
○成年後見制度を「言葉も聞いたことはないし、制度も全く知らない」人が22.4％います。
○生活困窮者自立支援制度については、「制度や相談窓口についても知っている」人は6.9％で、「言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない」、「言葉も聞いたことはないし、制度も全く知らない」がともに36.9％です。
６.保健福祉施策などについて

○下野市の保健福祉施策（サービス）について感じていることでは、「まあまあ充実している」、「とても充実している」を合わせると62.4％の方が充実していると感じており、前回調査結果の53.1％から、大きく上昇しています。
○下野市の保健福祉施策をより充実していくために重要と考える施策では、「人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる」、「健康や福祉についての情報提供を充実させる」、「安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる」、「交通の利便性の確保をすすめる」が20％以上となっています。

年代別でみると、20～30歳代で「安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる」が多く、「隣り近所など、周囲の理解と協力による見守りなどの支援を行う」は、年代とともに高まる傾向が見られます。
地区別でみると、南河内中学校区は「交通の利便性の確保をすすめる」、南河内第二中学校区は「健康や福祉についての情報提供を充実させる」、石橋中学校区と国分寺中学校区は「人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる」と違いを見せています。
７.幸福感について

○「地域」との関わりの中での『幸福』とはどういうものかでは、「いざという時は、支えられるという安心感があること」が59.5％で最も多く、次いで「地域の人と日常的にあいさつする関係があること」が50.4％と、安心感や日ごろの関係に「幸福」を感じる人が多い結果です。
１　属性
問１　あなたの性別はどちらですか。（どちらかに○）
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無回答, 0.7%

「男性」が45.3％、「女性」が54.0％となっています。
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問２　あなたの年代はどれですか。（ひとつだけ○）

「40歳代」が18.3％と最も多く、次いで「30歳代」18.0％、「50歳代」16.3％、「60歳代」15.5％となっています。
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問３　あなたが住んでいる中学校区は次のどれですか。（ひとつだけ○）

「石橋中学校区」が34.6％と最も多く、次いで「国分寺中学校区」27.3％、「南河内第二中学校区」20.4％、「南河内中学校区」15.4％となっています。
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■問３×地区別

地区別でみると、南河内中学校区で「30歳代」、南河内第二中学校区で「50歳代」、石橋中学校区、国分寺中学校区ともに「40歳代」が最も多くなっています。
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問４　あなたは現在の地区（問３で回答された中学校区）に何年住んでいますか。（ひとつだけ○）
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7.5%

7.0%

31.6%

5.6%

0% 10% 20% 30% 40%

乳児（１歳未満）

乳児を除く小学校入学前の幼児

小学生

中学生・高校生

65歳以上の人

介護を必要とする人

障がいのある人

いずれもいない

無回答

現在の地区の居住期間は、「20～49年住んでいる」が39.7％と最も多く、次いで「10～19年住んでいる」19.0％、「住みはじめて５年に満たない」15.6％、「50年以上住んでいる」15.5％となっています。
[image: image10.emf]18.1%

57.9%

15.9%

1.3%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80%

とても関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

無回答


■問４×年代別

年代別でみると、70歳代～80歳以上で、20～50年以上が最も多くなっています。
また、「30歳代」で「住みはじめて５年に満たない」が多くなっています。

[image: image11.emf]8.1%

40.4%

11.2%

9.3%

26.7%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

暮らしやすいと思う

まあまあ暮らしやすいと思う

あまり暮らしやすいとは思わない

暮らしやすいとは思わない

わからない

無回答


■問４×地区別

地区別にみると、すべての地区で「20～49年住んでいる」が最も多くなっています。
[image: image12.emf]5.4%

38.7%

41.5%

7.1%

4.4%

2.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

福祉の充実のために、負担が増えるのは当然だと思う

福祉の充実のために、負担が増えるのはやむを得ない

負担は現状程度にして、市民や民間の協力により福祉の充実

を図るべきである

負担が増えるのなら、今以上に福祉の充実を図る必要はない

その他

無回答


問５　あなたの職業は何ですか。（主なものにひとつだけ○）

職業では、「会社員」が29.4％と最も多く、次いで「無職（年金等生活者など）」20.4％、「パート、アルバイト、フリーター」13.5％となっています。

[image: image13.emf]10.7%

33.4%

9.9%

14.9%

25.8%

1.2%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40%

隣り近所

自治会

小学校区

中学校区

下野市全域

その他

無回答


[image: image14.emf]17.2%

46.5%

20.0%

8.7%

3.0%

4.7%

0% 20% 40% 60%

大いにある

ある程度ある

どちらともいえない

あまりない

全くない

無回答


問６　あなたは、次の専門的知識や技能をお持ちですか。　

（あてはまるものすべてに○）
お持ちの専門的知識や技能では、「パソコン、インターネットなど」が12.7％と最も多く、次いで「介護、看護など」10.1％、「農業、園芸など」7.7％となっています。

[image: image15.emf]39.6%

21.7%

33.4%

35.7%

56.6%

4.2%

0.0%

0% 20% 40% 60%

生まれ育ったまちだから

親・兄弟など家族がいるから

地域の人と親しくしているから

自然などの環境が良いから

安心して住めるから

その他

無回答

また、「特にない」が44.0％となっています。
[image: image16.emf]7.9%

8.2%

7.7%

25.2%

37.4%

6.6%

1.2%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40%

常日頃から、家族ぐるみの付き合いがある

困っているときに、相談したり、助け合ったりする

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう

たまに立ち話をする程度

会えばあいさつをかわす程度

付き合いがほとんどない

その他

無回答


問７－（１）　あなたの家族構成はどのようになっていますか。（ひとつだけ○）
家族構成では、「親と子の２世代世帯」が46.6％と最も多く、次いで「夫婦のみ世帯」20.4％、「親と子と孫の３世代世帯」が19.0％となっています。

[image: image17.emf]54.3%

23.9%

24.9%

27.9%

8.3%

18.1%

5.0%

23.6%

13.1%

2.6%

1.8%

0% 20% 40% 60%

自分や家族の健康に関すること

介護に関すること

仕事に関すること

生活費など経済的問題

隣り近所との関係

育児・子育てに関すること

家族間の問題

自分や家族の生活上の問題

特にない

その他

無回答


[image: image18.emf]83.9%

11.7%

44.4%

10.8%

15.7%

1.9%

3.1%

5.3%

3.8%

7.2%

2.0%

16.6%

3.4%

2.3%

0.8%

1.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族・親戚

隣り近所の人

知人・友人

職場の人

医療機関の医師

自治会長

民生委員児童委員

社会福祉協議会

地域子育て支援センター

地域包括支援センター

障がい者相談支援センター

市役所の窓口や職員

頼める人がいない

頼むつもりはない

その他

無回答


問７－（２）　あなた自身や同居している家族の中に、次のような人はいますか。　（あてはまるものすべてに○）
あなた自身や同居している家族では、「65歳以上の人」が35.0％と最も多く、次いで「中学生・高校生」15.9％、「小学生」13.2％、「乳児を除く小学校入学前の幼児」12.6％となっています。
また、「いずれもいない」が31.6％となっています。

[image: image19.emf]11.7%

28.2%

6.4%

17.2%

10.6%

4.1%

0.7%

21.9%

23.6%

13.3%

16.3%

6.7%

5.3%

10.5%

10.3%

0% 10% 20% 30%

あいさつをしない人が多い

緊急時の対応体制がわからない

犯罪の増加

交通マナーの乱れ

道ばたのごみが増えた

地域での子ども見守りがなされていない

子どもや高齢者、障がいのある人に対する虐待を見たり聞いたりする

隣り近所との交流が少ない

世代間の交流が少ない

地域の活動が活発でない

地域の中で集まれる場が少ない

障がいのある人に対する理解が不足している

健康に対する意識が低い

その他

無回答


[image: image20.emf]16.8%

12.1%

22.6%

13.9%

29.7%

11.7%

26.1%

12.1%

5.0%

17.1%

39.1%

13.9%

2.3%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

青少年の健全育成

母子家庭や父子家庭の子育て支援

共働き家庭の子育て支援

乳幼児期の子育て支援

高齢者の社会参加や生きがいづくり

障がいのある人の社会参加や生きがいづくり

高齢者世帯の生活支援

障がいのある人への生活支援

子どもや高齢者、障がいのある人などへの虐待対策

生活習慣病予防など健康づくりへの取り組み

防犯や防災など地域の安全を守ること

特にない

その他

無回答



２　福祉について

問８－（１） あなたは「福祉」に関心がありますか。（ひとつだけ○）

福祉について関心があるかでは、「ある程度関心がある」が57.9％で最も多く、「とても関心がある」と合わせると76.0％となっています。
また、「全く関心がない」、「あまり関心がない」を合わせると17.2％となっています。

[image: image21.emf]2.2%

10.5%

4.2%

6.0%

1.8%

25.5%

29.0%

2.5%

9.0%

0.8%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40%

直接訪問する

隣り近所の人に連絡する

自治会長に連絡する

民生委員児童委員に連絡する

社会福祉協議会に連絡する

市役所、福祉事務所、地域包括支援センターへ

連絡する

警察・交番に連絡する

特に何もしない

わからない

その他

無回答


[image: image22.emf]55.2%

12.5%

17.5%

17.1%

6.0%

13.2%

9.4%

5.2%

11.7%

3.2%

46.4%

11.1%

3.6%

2.4%

0% 20% 40% 60%

安否確認の声かけ

趣味などの話し相手

買い物の手伝い

ごみ出し

外出の手助け

家の前などの掃除

短時間の子どもの預かり

子どもの送り迎え

子どもの通学路の見守り

高齢者等の介護

緊急時の手助け

特にない

その他

無回答


前回調査と比較すると、「とても関心がある」が7.4ポイント低下し、「ある程度関心がある」が2.8ポイント増加、「あまり関心がない」が4.3ポイントの増加となっており、福祉への関心度合いが低下していることが示されています。
[image: image23.emf]45.8%

10.3%

33.7%

5.5%

4.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

自分たちの生活に関わることだから、できるだけ

住民同士で協力して解決したい

地域のことに熱心な人たちが考えてくれるので、

その人たちに任せておきたい

行政に解決してもらえるように、積極的に要求し

ていきたい

その他

無回答


■問８－１×年代別

年代別にみると、20歳以上で「ある程度関心がある」が最も多くなっています。
また、10歳代で「あまり関心がない」が多くなっています。
[image: image24.emf]1.3%

9.9%

24.8%

63.0%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80%

よく知っている

少し知っている

聞いたことはある

知らない

無回答


（問８－（１）で「１」「２」を選んだ人におたずねします。）

問８－（２）　特にどの福祉の分野に関心がありますか。　

　　　　　　　　（あてはまるものすべてに○）

特に関心がある福祉では、「高齢者福祉（高齢者介護など）」が65.1％と最も多く、次いで「児童福祉（子育てなど）」38.7％、「社会福祉（福祉全般）」36.5%、「地域福祉（地域での支えあい活動など）」31.3％となっています。

[image: image25.emf]1.1%

8.3%

21.8%

67.2%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80%

よく知っている

少し知っている

聞いたことはある

知らない

無回答


[image: image26.emf]7.2%

17.8%

22.2%

51.0%

1.8%

0% 20% 40% 60%

よく知っている

少し知っている

聞いたことはある

知らない

無回答


■問８－２×地区別

地区別にみると、すべての地区で「高齢者福祉（高齢者介護など）」が最も多くなっています。
[image: image27.emf]10.9%

12.7%

17.5%

43.6%

11.8%

3.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

現在、継続的に取り組んでいる

たまに、取り組むことがある

取り組んだことはあるが、現在は

ほとんどしていない

取り組んだことはない

取り組むことができない

無回答


問９　下野市は子どもや高齢者、障がいのある人などにとって暮らしやすいまちだと思いますか。（ひとつだけ○）

下野市は子どもや高齢者、障がいのある人などにとって暮らしやすいまちであるかでは、「まあまあ暮らしやすいと思う」が40.4％と最も多く、「暮らしやすいと思う」と合わせると48.5％となっています。また、「暮らしやすいとは思わない」、「あまり暮らしやすいとは思わない」を合わせると20.5％となっています。

[image: image28.emf]51.9%

5.2%

25.1%

3.5%

21.9%

0.9%

15.5%

12.8%

27.4%

3.5%

5.0%

1.5%

0% 20% 40% 60%

自治会の活動

婦人会の活動

子ども会の活動

老人クラブの活動

ＰＴＡの活動

子育てサークルの活動

スポーツ団体の活動

趣味等のサークル活動

ボランティア活動

ＮＰＯ活動

その他

無回答


[image: image29.emf]19.5%

48.7%

37.0%

50.4%

17.5%

6.4%

1.5%

17.8%

24.5%

11.1%

9.3%

2.6%

0% 20% 40% 60%

自治会等の組織に入っていない

勤務などの都合で機会がない

参加方法がわからない

時間がない

興味がない

経済的な負担が大きい

家族の理解が得られない

体調がすぐれない

一緒に活動する仲間がいない

わずらわしい

その他

無回答


前回調査結果と比較すると、「暮らしやすいと思う」と「まあまあ暮らしやすいと思う」の合計は48.5％で全く同一の結果でした。また、「暮らしやすいと思わない」が前回から0.9ポイント増えましたが、「あまり暮らしやすいと思わない」は2.6ポイント減少しました。
[image: image30.emf]2.0%

14.3%

49.0%

16.3%

13.0%

5.3%

0% 20% 40% 60%

積極的に、取り組んでいきたい

できるだけ取り組んでいきたい

機会があれば、取り組んでもよい

あまり取り組みたくない

取り組むことができない

無回答


問１０　「福祉」を充実させることと、その財源となる税金などの負担について、あなたのお考えに最も近いのは次のどの意見ですか。（ひとつだけ○）

「福祉」の充実と、その財源となる税金などの負担についてでは、「負担は現状程度にして、市民や民間の協力により福祉の充実を図るべきである」が41.5％と最も多く、次いで「福祉の充実のために、負担が増えるのはやむを得ない」38.7％となっています。
[image: image31.emf]32.4%

23.7%

56.1%

51.7%

62.3%

29.0%

16.0%

23.2%

37.7%

1.7%

1.7%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80%

活動情報の提供がある

友人等といっしょに参加できる

身近なところで活動できる

活動時間や曜日が自由

気軽に参加できる

適切な指導者やリーダーがいる

特技や知識が活かせる

身体的な負担が少ない

経済的な負担が少ない

特にない

その他

無回答


[image: image32.emf]26.8%

20.0%

21.7%

8.8%

13.6%

27.2%

21.1%

20.8%

20.6%

6.1%

0.7%

8.3%

0% 10% 20% 30%

地域を元気にする活動

子育てを支援する活動

高齢者を支援する活動

障がいのある人を支援する活動

児童の健全育成の活動

特技や趣味を活かした交流活動

周辺環境を整備する活動

地域の安全を守る活動

災害時の支援などの活動

特にない

その他

無回答


３　「地域」との関わりについて

問１１　あなたが考える「地域」の範囲をお答えください。（ひとつだけ○）

あなたが考える「地域」の範囲では、「自治会」が33.4％と最も多く、次いで「下野市全域」25.8％、「中学校区」14.9％となっています。
[image: image33.emf]53.6%

54.9%

40.4%

32.0%

9.0%

79.8%

21.3%

12.7%

16.8%

8.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

民生委員児童委員

社会福祉協議会（社協）

地域子育て支援センター

地域包括支援センター

就労継続支援Ｂ型事業所（旧授産施設）

保健福祉センター（ゆうゆう館・きらら館）

障がい者相談支援センター

家庭相談員・婦人相談員

人権擁護委員

無回答


[image: image34.emf]1.9%

31.7%

35.3%

24.0%

7.0%

0% 10% 20% 30% 40%

十分入手できている

十分ではないが、入手できている

ほとんど入手できていない

今のところ情報を得る必要がない

無回答


■問１１×年代別

年代別にみると、10歳代と20歳代で「下野市全域」が最も多く、また60歳代まで、年代が上がるにつれ「自治会」が多くなる傾向です。
[image: image35.emf]71.8%

8.6%

13.2%

10.7%

10.0%

17.5%

23.2%

17.1%

25.0%

3.2%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80%

市役所の窓口や広報紙

民生委員児童委員

社会福祉協議会

地域子育て支援センター

地域包括支援センター

居宅介護支援事業者やホームヘルパー

隣り近所の人・知人・友人

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ

インターネット

その他

無回答


■問１１×地区別

地区別でみると、南河内中学校区、南河内第二中学校区、石橋中学校区で「自治会」、国分寺中学校区で「下野市全域」が最も多くなっています。
[image: image36.emf]68.4%

5.8%

22.8%

4.8%

15.6%

7.5%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80%

どこで信頼できる情報を得たらよいかわからない

情報提供が遅い

情報が難しすぎて、よくわからない

情報量が多すぎる

情報量が少なすぎる

その他

無回答


問１２－（１）　あなたは、今住んでいる地域に愛着がありますか。（ひとつだけ○）

今住んでいる地域に愛着があるかでは、「ある程度ある」が46.5％と最も多く、「大いにある」と合わせると63.7％となっています。

[image: image37.emf]31.0%

37.4%

0.7%

0.1%

2.6%

22.4%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40%

言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない

制度は知っているが、活用する必要がない

制度を活用している

申立てをしている

制度を活用したいが、どのような手続きをしたらよい

のかわからない

言葉も聞いたことはないし、制度もまったく知らない

無回答

また、「全くない」、「あまりない」を合わせると11.7％となっています。

[image: image38.emf]36.9%

14.9%

6.9%

36.9%

4.4%

0% 10% 20% 30% 40%

言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない

制度は知っているが、相談窓口は知らない

制度や相談窓口についても知っている

言葉も聞いたことはないし、制度もまったく知らない

無回答


前回調査の結果と比較すると、「大いにある」、「ある程度ある」がそれぞれ2.1ポイント、3.4ポイント減少し、「どちらともいえない」が4.4ポイント増加、「全くない」は、割合は少ないものの、1.4％から3.0％へ倍増しており、市民の地域への愛着意識が低下していることが示されています。

[image: image39.emf]2.5%

59.9%

20.9%

5.5%

11.2%

0% 20% 40% 60% 80%

とても充実している

まあまあ充実している

あまり充実していない

充実していない

無回答


（問12－（1）で「1」「2」を選んだ人におたずねします。）

問１２－（２）　愛着があると感じるのはなぜですか。（あてはまるものすべてに○）

愛着があると感じる理由は、「安心して住めるから」が56.6％と最も多く、次いで「生まれ育ったまちだから」39.6％、「自然などの環境が良いから」35.7％、「地域の人と親しくしているから」33.4％となっています。
[image: image40.emf]17.7%

7.2%

18.0%

27.4%

26.1%

16.7%

19.5%

15.5%

17.9%

25.8%

14.7%

20.4%

13.9%

1.3%

7.8%

0% 10% 20% 30%

隣り近所など、周囲の理解と協力による見守りなどの支援を行う

ボランティア団体など市民活動への援助を充実させる

高齢者や障がいのある人が地域で活動できる機会をつくる

人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる

健康や福祉についての情報提供を充実させる

市民がお互いに支え合い助け合えるまちづくりをすすめる

健康づくりや生きがいづくりが盛んなまちづくりをすすめる

自宅での生活を支援する在宅福祉サービスを充実させる

高齢者、障がいのある人、児童の施設サービスを充実させる

安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる

手当てなど金銭的な援助を充実させる

交通の利便性の確保をすすめる

道路の段差解消など、バリアフリー化をすすめる

その他

無回答


[image: image41.emf]50.4%

27.8%

31.7%

23.0%

59.5%

18.3%

20.6%

1.3%

6.5%

2.6%

0% 20% 40% 60% 80%

地域の人と日常的にあいさつする関係があること

地域に、気軽にものごとを頼み頼まれる関係があること

地域に、困りごとを相談できる人がいること

日ごろ、見守られていると思えること

いざという時は、支えられるという安心感があること

地域に、みなで取り組める行事があること

地域に、自分が貢献できる役割があること

その他

わからない

無回答


問１３　あなたは、ふだん隣り近所の人とどの程度の付き合いをされていますか。（ひとつだけ○）

ふだん隣り近所の人とどの程度の付き合いをされているかでは、「会えばあいさつをかわす程度」が37.4％と最も多く、次いで「たまに立ち話をする程度」25.2％となっています。
[image: image42.emf]31.9%

23.7%

14.2%

24.5%

20.1%

20.8%

33.2%

9.5%

18.0%

6.1%

1.8%

8.9%

0% 10% 20% 30% 40%

地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする

地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する

地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助を行う

ボランティアリーダーや福祉活動に関わる人を育成する

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る

困っている人と、支援できる人との調整を図る人材を育成する

困っている人や、助け合いの場、組織についての情報を得やすくする

介護やボランティア活動の方法などに関する研修を行う

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する

特にない

その他

無回答


[image: image43.emf]25.5%

55.1%

11.6%

1.2%

6.7%

18.1%

57.9%

15.9%

1.3%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80%

とても関心がある

ある程度関心がある

あまり関心がない

全く関心がない

無回答

平成22年

平成28年


■問１３×年代別

年代別でみると、10歳代～50歳代、80歳代で「会えばあいさつをかわす程度」、60歳代～80歳以上で「たまに立ち話をする程度」が多くなっています。

[image: image44.emf]項　　目 回答数 構成比

男性 377 45.3%

女性 449 54.0%

無回答 6 0.7%

合計 832 100.0%


■問１３×地区別

[image: image45.emf]項　　目 回答数 構成比

10歳代 16 1.9%

20歳代 111 13.3%

30歳代 150 18.0%

40歳代 152 18.3%

50歳代 136 16.3%

60歳代 129 15.5%

70歳代 83 10.0%

80歳以上 50 6.0%

無回答 5 0.6%

合計 832 100.0%

地区別にみると、すべての地区で「会えばあいさつをかわす程度」が最も多くなっていますが、「付き合いがほとんどない」との合計をみると、南河内第二中学校区のみ51.2％と過半数を超えており、他地区よりも近所付き合いの希薄化が進んでいる特徴が伺えます。但し、前回調査の結果と比較すると、この割合は1.2ポイント低下しています。逆に、南河内中学校区では9.2ポイント、石橋中学校区でも6.5ポイント増加しており、この地区の付き合いの希薄化が進んでいる状況が見えます。
[image: image46.emf]項　　目 回答数 構成比

南河内中学校区 128 15.4%

南河内第二中学校区 170 20.4%

石橋中学校区 288 34.6%

国分寺中学校区 227 27.3%

無回答 19 2.3%

合計 832 100.0%


■問１３×居住年数別

居住年代別でみると、50年以上で、「たまに立ち話をする程度」、50年未満では、「会えばあいさつをかわす程度」が最も多くなっています。
[image: image47.emf]項　　目 回答数 構成比

50年以上住んでいる 129 15.5%

20～49年住んでいる 330 39.7%

10～19年住んでいる 158 19.0%

５～９年住んでいる 74 8.9%

住みはじめて５年に満たない 130 15.6%

無回答 11 1.3%

合計 832 100.0%


問１４　あなたは、毎日の暮らしの中で、次のどのようなことに悩みや不安を感じていますか。（あてはまるものすべてに○）
毎日の暮らしの中で、どのような悩みや不安を感じているかでは、「自分や家族の健康に関すること」54.3％、「生活費など経済的問題」27.9％、「仕事に関すること」24.9％、「介護に関すること」23.9％、「自分や家族の生活（進学、就職、結婚）上の問題」23.6％となっています。
[image: image48.emf]　　　上段：回答数

　　　下段：％

128 3 15 31 16 15 29 9 10 0

100.0% 2.3% 11.7% 24.2% 12.5% 11.7% 22.7% 7.0% 7.8% 0.0%

170 7 23 28 29 46 23 7 7 0

100.0% 4.1% 13.5% 16.5% 17.1% 27.1% 13.5% 4.1% 4.1% 0.0%

288 2 32 49 60 52 37 38 18 0

100.0% 0.7% 11.1% 17.0% 20.8% 18.1% 12.8% 13.2% 6.3% 0.0%

227 4 37 39 46 23 40 27 11 0

100.0% 1.8% 16.3% 17.2% 20.3% 10.1% 17.6% 11.9% 4.8% 0.0%

合計

南河内中学校区

南河内第二中学校区

石橋中学校区

国分寺中学校区

10歳代 80歳以上 無回答 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳代


[image: image49.emf]上段：回答数

下段：％

16 0 0 13 0 3 0

100.0% 0.0% 0.0% 81.3% 0.0% 18.8% 0.0%

111 0 52 18 11 30 0

100.0% 0.0% 46.8% 16.2% 9.9% 27.0% 0.0%

150 0 43 19 27 60 1

100.0% 0.0% 28.7% 12.7% 18.0% 40.0% 0.7%

152 0 47 59 27 19 0

100.0% 0.0% 30.9% 38.8% 17.8% 12.5% 0.0%

136 22 73 27 3 9 2

100.0% 16.2% 53.7% 19.9% 2.2% 6.6% 1.5%

129 45 67 8 4 4 1

100.0% 34.9% 51.9% 6.2% 3.1% 3.1% 0.8%

83 36 36 7 1 3 0

100.0% 43.4% 43.4% 8.4% 1.2% 3.6% 0.0%

50 26 12 6 1 2 3

100.0% 52.0% 24.0% 12.0% 2.0% 4.0% 6.0%

80歳以上

住みはじめ

て５年に満

たない

無回答

50歳代

60歳代

合計

70歳代

30歳代

40歳代

50年以上

住んでいる

20～49年

住んでいる

10～19年

住んでいる

５～９年住

んでいる

10歳代

20歳代


問１５　あなたは、暮らしの中で相談や助けが必要なとき誰に頼みたいと思いますか。（あてはまるものすべてに○）

暮らしの中で相談や助けが必要なとき誰に頼みたいと思うかでは、「家族・親戚」83.9％、「知人・友人」44.4％、市役所の窓口や職員（保健師等）」16.6％、「医療機関の医師」15.7％となっています。

[image: image50.emf]　　　上段：回答数

　　　下段：％

128 36 43 15 16 17 1

100.0% 28.1% 33.6% 11.7% 12.5% 13.3% 0.8%

170 1 76 53 16 23 1

100.0% 0.6% 44.7% 31.2% 9.4% 13.5% 0.6%

288 51 124 54 17 41 1

100.0% 17.7% 43.1% 18.8% 5.9% 14.2% 0.3%

227 41 86 35 24 40 1

100.0% 18.1% 37.9% 15.4% 10.6% 17.6% 0.4%

５～９年

住んでいる

住みはじめ

て５年に満

たない

石橋中学校区

国分寺中学校区

無回答

南河内中学校区

南河内第二中学校区

合計

50年以上

住んでいる

20～49年

住んでいる

10～19年

住んでいる


[image: image51.emf]項　　目 回答数 構成比

会社員 245 29.4%

公務員 42 5.0%

自営業（商店、企業経営など） 33 4.0%

農林業 38 4.6%

家事専業 78 9.4%

無職（年金等生活者など） 170 20.4%

学生 39 4.7%

パート、アルバイト、フリーター 112 13.5%

専門職（医師、看護師、弁護士、会計士、芸術家など） 48 5.8%

その他 23 2.8%

無回答 4 0.5%

合計 832 100.0%


■問１５×地区別

地区別にみると、すべての地区で「家族・親戚」が最も多くなっています。

[image: image52.emf]項　　目 回答数 比率

農業、園芸など 64 7.7%

大工、リフォーム作業など 20 2.4%

介護、看護など 84 10.1%

栄養、調理、うどん・そば打ちなど 45 5.4%

経理、会計処理など 41 4.9%

生産管理、品質管理など 45 5.4%

パソコン、インターネットなど 106 12.7%

デザイン、書道など 25 3.0%

学習指導など 47 5.6%

スポーツ指導など 36 4.3%

その他 87 10.5%

特にない 366 44.0%

無回答 24 2.9%

ｎ

832 -


問１６　現在、あなたの住んでいる地域の中での問題点や不足していると思うものは何ですか。（あてはまるものすべてに〇）

あなたの住んでいる地域の中での問題点や不足していると思うものでは、「緊急時の対応体制がわからない」が28.2％と最も多く、次いで「世代間の交流が少ない」23.6％、「隣り近所との交流が少ない」21.9％となっています。
[image: image53.emf]項　　目 回答数 構成比

ひとり暮らし世帯 81 9.7%

夫婦のみ世帯 170 20.4%

親と子の２世代世帯 388 46.6%

親と子と孫の３世代世帯 158 19.0%

その他 23 2.8%

無回答 12 1.4%

合計 832 100.0%


[image: image54.emf]項　　目 回答数 比率

乳児（１歳未満） 31 3.7%

乳児を除く小学校入学前の幼児 105 12.6%

小学生 110 13.2%

中学生・高校生 132 15.9%

65歳以上の人 291 35.0%

介護を必要とする人 62 7.5%

障がいのある人 58 7.0%

いずれもいない 263 31.6%

無回答 47 5.6%

ｎ 832 -


■問１６×地区別

地区別でみると、南河内中学校区で、「世代間の交流が少ない」、南河内第二中学校区、石橋中学校区、国分寺中学校区では「緊急時の対応体制がわからない」が最も多くなっています。

[image: image55.emf]項　　目 回答数 構成比

とても関心がある 151 18.1%

ある程度関心がある 482 57.9%

あまり関心がない 132 15.9%

全く関心がない 11 1.3%

無回答 56 6.7%

合計 832 100.0%


問１７　あなたの身近な地域には、地域住民が取り組むべき課題や問題としてどのようなことがあると思いますか。（あてはまるものすべてに○）

[image: image56.emf]上段：回答数

下段：％

16 4 5 7 0 0

100.0% 25.0% 31.3% 43.8% 0.0% 0.0%

111 21 56 30 3 1

100.0% 18.9% 50.5% 27.0% 2.7% 0.9%

150 21 104 17 3 5

100.0% 14.0% 69.3% 11.3% 2.0% 3.3%

152 20 84 34 3 11

100.0% 13.2% 55.3% 22.4% 2.0% 7.2%

136 34 78 15 0 9

100.0% 25.0% 57.4% 11.0% 0.0% 6.6%

129 20 89 10 2 8

100.0% 15.5% 69.0% 7.8% 1.6% 6.2%

83 20 43 7 0 13

100.0% 24.1% 51.8% 8.4% 0.0% 15.7%

50 10 21 11 0 8

100.0% 20.0% 42.0% 22.0% 0.0% 16.0%

50歳代

全く

関心がない

無回答 合計

60歳代

70歳代

80歳以上

とても

関心がある

ある程度

関心がある

あまり

関心がない

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

地域住民が取り組むべき課題や問題では、「防犯や防災など地域の安全を守ること」が39.1％と最も多く、次いで「高齢者の社会参加や生きがいづくり」29.7％、「高齢者世帯の生活支援」26.1％、「共働き家庭の子育て支援」22.6％となっています。
[image: image57.emf]項　　目 回答数 比率

児童福祉（子育てなど） 245 38.7%

障がい者福祉（障がい者介護など） 142 22.4%

高齢者福祉（高齢者介護など） 412 65.1%

地域福祉（地域での支えあい活動など） 198 31.3%

社会福祉（福祉全般） 231 36.5%

その他 3 0.5%

無回答 2 0.3%

ｎ 633 -


■問１７×地区別

地区別でみると、すべての地区で「防犯や防災など地域の安全を守ること」が最も多くなっています。

[image: image58.emf]　　　　上段：回答数

　　　　下段：％

91 33 15 64 29 28 0 0 37 128

‐ 36.3% 16.5% 70.3% 31.9% 30.8% 0.0% 0.0% - -

131 44 32 80 37 58 1 0 39 170

‐ 33.6% 24.4% 61.1% 28.2% 44.3% 0.8% 0.0% - -

228 86 57 161 72 83 1 1 60 288

‐ 37.7% 25.0% 70.6% 31.6% 36.4% 0.4% 0.4% - -

172 78 35 100 57 57 0 1 55 227

‐ 45.3% 20.3% 58.1% 33.1% 33.1% 0.0% 0.6% - -

南河内中学校区

南河内第二中学校区

石橋中学校区

国分寺中学校区
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問１８　もし、あなたの周辺で孤独死や児童虐待などが起きるおそれがある状況を知ったら、最初にどのように対応しますか。（ひとつだけ○）

あなたの周辺で孤独死や児童虐待などが起きるおそれがある状況を知った際の対応では、「警察・交番に連絡する」が29.0％と最も多く、次いで「市役所、福祉事務所、地域包括支援センターへ連絡する」25.5％、「隣り近所の人に連絡する」10.5％となっています。
[image: image59.emf]項　　目 回答数 構成比

暮らしやすいと思う 67 8.1%

まあまあ暮らしやすいと思う 336 40.4%

あまり暮らしやすいとは思わない 93 11.2%

暮らしやすいとは思わない 77 9.3%

わからない 222 26.7%

無回答 37 4.4%

合計 832 100.0%


[image: image60.emf]項　　目 回答数 構成比

福祉の充実のために、負担が増えるのは当然だと思う 45 5.4%

福祉の充実のために、負担が増えるのはやむを得ない 322 38.7%

負担は現状程度にして、市民や民間の協力により福祉の充実

を図るべきである 345 41.5%

負担が増えるのなら、今以上に福祉の充実を図る必要はない 59 7.1%

その他 37 4.4%

無回答 24 2.9%

合計 832 100.0%


問１９　隣り近所で、高齢者や障がいのある人の介助・介護や子育てなどで困っている家庭があった場合、あなたはどのような手助けができると思いますか。　（あてはまるものすべてに〇）

高齢者や障がいのある人の介助・介護や子育てなどで困っている家庭があった場合どのような手助けができるかでは、「安否確認の声かけ」55.2％が最も多く、次いで「緊急時の手助け」46.4％となっています。
[image: image61.emf]項　　目 回答数 構成比

隣り近所 89 10.7%

自治会 278 33.4%

小学校区 82 9.9%

中学校区 124 14.9%

下野市全域 215 25.8%

その他 10 1.2%

無回答 34 4.1%

合計 832 100.0%

また、「特にない」が11.1％となっています。

[image: image62.emf]　　　上段：回答数

　　　下段：％

128 14 49 12 19 25 1 8

100.0% 10.9% 38.3% 9.4% 14.8% 19.5% 0.8% 6.3%

170 18 51 14 35 43 2 7

100.0% 10.6% 30.0% 8.2% 20.6% 25.3% 1.2% 4.1%

288 36 95 33 49 66 3 6

100.0% 12.5% 33.0% 11.5% 17.0% 22.9% 1.0% 2.1%

227 20 77 23 18 79 2 8

100.0% 8.8% 33.9% 10.1% 7.9% 34.8% 0.9% 3.5%

下野市

全域

合計 その他 無回答

南河内中学校区

南河内第二中学校区

石橋中学校区

国分寺中学校区

隣り近所 自治会 小学校区中学校区


問２０　日常生活の中で起こる問題に対して、どのような方法で解決するのが良いと思いますか。（ひとつだけ○）

日常生活の中で起こる問題に対してどのような方法で解決するのが良いかでは、「自分たちの生活に関わることだから、できるだけ住民同士で協力して解決したい」が45.8％と最も多く、次いで「行政に解決してもらえるように、積極的に要求していきたい」33.7％となっています。
前回調査結果と比較すると、「住民同士で解決したい」がやや減り、「地域のことに熱心な人たちが考えてくれるので、その人たちにまかせておきたい」が増加しています。

[image: image63.emf]項　　目 回答数 構成比

大いにある 143 17.2%

ある程度ある 387 46.5%

どちらともいえない 166 20.0%

あまりない 72 8.7%

全くない 25 3.0%

無回答 39 4.7%

合計 832 100.0%


[image: image64.emf]項　　目 回答数 比率

生まれ育ったまちだから 210 39.6%

親・兄弟など家族がいるから 115 21.7%

地域の人と親しくしているから 177 33.4%

自然などの環境が良いから 189 35.7%

安心して住めるから 300 56.6%

その他 22 4.2%

無回答 0 0.0%

ｎ 530 -


[image: image65.emf]項　　目 回答数 構成比

常日頃から、家族ぐるみの付き合いがある 66 7.9%

困っているとき（病気、悩み、事故など）に、相談したり、助け

合ったりする 68 8.2%

一緒にお茶を飲んだり、留守をするときに声をかけあう 64 7.7%

たまに立ち話をする程度 210 25.2%

会えばあいさつをかわす程度 311 37.4%

付き合いがほとんどない 55 6.6%

その他 10 1.2%

無回答 48 5.8%

合計 832 100.0%


問２１－（１）　あなたは、「下野市地域福祉計画」を知っていますか。（ひとつだけ○）
「下野市地域福祉計画」を知っているかでは、「知らない」が63.0％と最も多くなっています。
また、「少し知っている」、「よく知っている」を合わせると11.2％となっています。

[image: image66.emf]上段：回答数

下段：％

16 3 1 0 2 8 0 2 0

100.0% 18.8% 6.3% 0.0% 12.5% 50.0% 0.0% 12.5% 0.0%

111 4 7 1 14 63 18 1 3

100.0% 3.6% 6.3% 0.9% 12.6% 56.8% 16.2% 0.9% 2.7%

150 14 5 6 37 69 15 0 4

100.0% 9.3% 3.3% 4.0% 24.7% 46.0% 10.0% 0.0% 2.7%

152 4 7 10 46 67 11 2 5

100.0% 2.6% 4.6% 6.6% 30.3% 44.1% 7.2% 1.3% 3.3%

136 6 12 17 41 49 3 1 7

100.0% 4.4% 8.8% 12.5% 30.1% 36.0% 2.2% 0.7% 5.1%

129 11 16 18 36 26 5 3 14

100.0% 8.5% 12.4% 14.0% 27.9% 20.2% 3.9% 2.3% 10.9%

83 14 15 6 23 18 0 0 7

100.0% 16.9% 18.1% 7.2% 27.7% 21.7% 0.0% 0.0% 8.4%

50 9 4 6 10 10 2 1 8

100.0% 18.0% 8.0% 12.0% 20.0% 20.0% 4.0% 2.0% 16.0%
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[image: image67.emf]　　　上段：回答数

　　　下段：％

128 18 9 17 28 45 3 1 7

100.0% 14.1% 7.0% 13.3% 21.9% 35.2% 2.3% 0.8% 5.5%

170 5 17 13 36 76 11 3 9

100.0% 2.9% 10.0% 7.6% 21.2% 44.7% 6.5% 1.8% 5.3%

288 22 25 23 76 105 17 4 16

100.0% 7.6% 8.7% 8.0% 26.4% 36.5% 5.9% 1.4% 5.6%

227 19 16 11 69 79 17 2 14

100.0% 8.4% 7.0% 4.8% 30.4% 34.8% 7.5% 0.9% 6.2%
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問２１－（２）　あなたは、「下野市地域福祉活動計画」を知っていますか。　　　　　（ひとつだけ○）
「下野市地域福祉活動計画」を知っているかでは、「知らない」が67.2％と最も多くなっています。
また、「少し知っている」、「よく知っている」を合わせると9.4％となっています。

[image: image68.emf]項　　目 回答数 比率

自分や家族の健康に関すること 452 54.3%

介護に関すること 199 23.9%

仕事に関すること 207 24.9%

生活費など経済的問題 232 27.9%

隣り近所との関係 69 8.3%

育児・子育てに関すること 151 18.1%

家族間の問題（嫁姑問題など） 42 5.0%

自分や家族の生活（進学、就職、結婚）上の問題 196 23.6%

特にない 109 13.1%

その他 22 2.6%

無回答 15 1.8%

ｎ 832 -


[image: image69.emf]項　　目 回答数 比率

家族・親戚 698 83.9%

隣り近所の人 97 11.7%

知人・友人 369 44.4%

職場の人 90 10.8%

医療機関の医師 131 15.7%

自治会長 16 1.9%

民生委員児童委員 26 3.1%

社会福祉協議会（社協） 44 5.3%

地域子育て支援センター 32 3.8%

地域包括支援センター 60 7.2%

障がい者相談支援センター 17 2.0%

市役所の窓口や職員（保健師等） 138 16.6%

頼める人がいない 28 3.4%

頼むつもりはない 19 2.3%

その他 7 0.8%

無回答 12 1.4%

ｎ 832 -


問２１－（３）　あなたは、地域福祉を進めるためには、市民の参加が必要とされていることを知っていますか。（ひとつだけ○）
地域福祉を進めるためには、市民の参加が必要とされていることを知っているかでは、「知らない」が51.0％と最も多くなっています。
また、「少し知っている」、「よく知っている」を合わせると25.0％となっています。

[image: image70.emf]　　　　上段：回答数

　　　　下段：％

128 111 13 54 9 15 1 4 6 4 6 0 14 1 2 2 1

- 86.7% 10.2% 42.2% 7.0% 11.7% 0.8% 3.1% 4.7% 3.1% 4.7% 0.0% 10.9% 0.8% 1.6% 1.6% 0.8%

170 136 23 84 15 32 2 9 8 11 21 2 43 6 5 0 5

- 80.0% 13.5% 49.4% 8.8% 18.8% 1.2% 5.3% 4.7% 6.5% 12.4% 1.2% 25.3% 3.5% 2.9% 0.0% 2.9%

288 246 31 131 36 57 5 10 16 8 18 10 41 11 6 4 3

- 85.4% 10.8% 45.5% 12.5% 19.8% 1.7% 3.5% 5.6% 2.8% 6.3% 3.5% 14.2% 3.8% 2.1% 1.4% 1.0%

227 195 28 91 28 25 8 2 12 9 13 4 37 9 6 1 2

- 85.9% 12.3% 40.1% 12.3% 11.0% 3.5% 0.9% 5.3% 4.0% 5.7% 1.8% 16.3% 4.0% 2.6% 0.4% 0.9%
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[image: image71.emf]項　　目 回答数 比率

あいさつをしない人が多い 97 11.7%

緊急時の対応体制がわからない 235 28.2%

犯罪の増加 53 6.4%

交通マナーの乱れ 143 17.2%

道ばたのごみが増えた 88 10.6%

地域での子ども見守りがなされていない 34 4.1%

子どもや高齢者、障がいのある人に対する虐待を

見たり聞いたりする 6 0.7%

隣り近所との交流が少ない 182 21.9%

世代間の交流が少ない 196 23.6%

地域の活動が活発でない 111 13.3%

地域の中で集まれる場が少ない 136 16.3%

障がいのある人に対する理解が不足している 56 6.7%

健康に対する意識が低い 44 5.3%

その他 87 10.5%

無回答 86 10.3%

ｎ 832 -


４　地域活動やボランティア活動などについて

問２２－（１）　あなたは、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等について、取り組んでいますか。（ひとつだけ○）

地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等について、取り組んでいるかでは、「取り組んだことはない」が43.6％と最も多くなっています。
[image: image72.emf]　　　　上段：回答数

　　　　下段：％

128 12 23 5 18 16 3 1 22 34 21 17 6 5 19 20

- 9.4% 18.0% 3.9% 14.1% 12.5% 2.3% 0.8% 17.2% 26.6% 16.4% 13.3% 4.7% 3.9% 14.8% 15.6%

170 25 53 14 41 7 8 1 48 47 26 22 13 3 13 17

- 14.7% 31.2% 8.2% 24.1% 4.1% 4.7% 0.6% 28.2% 27.6% 15.3% 12.9% 7.6% 1.8% 7.6% 10.0%

288 29 91 18 46 38 12 2 63 74 43 50 18 16 27 22

- 10.1% 31.6% 6.3% 16.0% 13.2% 4.2% 0.7% 21.9% 25.7% 14.9% 17.4% 6.3% 5.6% 9.4% 7.6%

227 29 63 15 35 25 11 2 47 40 20 43 19 19 23 21

- 12.8% 27.8% 6.6% 15.4% 11.0% 4.8% 0.9% 20.7% 17.6% 8.8% 18.9% 8.4% 8.4% 10.1% 9.3%
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また、「現在、継続的に取り組んでいる」、「たまに、取り組むことがある」を合わせると23.6％となっています。

[image: image73.emf]項　　目 回答数 比率

青少年の健全育成 140 16.8%

母子家庭や父子家庭の子育て支援 101 12.1%

共働き家庭の子育て支援 188 22.6%

乳幼児期の子育て支援 116 13.9%

高齢者の社会参加や生きがいづくり 247 29.7%

障がいのある人の社会参加や生きがいづくり 97 11.7%

高齢者世帯の生活支援 217 26.1%

障がいのある人への生活支援 101 12.1%

子どもや高齢者、障がいのある人などへの虐待対策 42 5.0%

生活習慣病予防など健康づくりへの取り組み 142 17.1%

防犯や防災など地域の安全を守ること 325 39.1%

特にない 116 13.9%

その他 19 2.3%

無回答 46 5.5%

ｎ 832 -


（問22－（1）で「1」「2」「3」を選んだ人におたずねします。）

問２２－（２） どのような活動をしていますか。（あてはまるものすべてに○）

[image: image74.emf]　　　　上段：回答数

　　　　下段：％

128 22 11 32 11 29 10 36 9 7 22 37 18 5 9

- 17.2% 8.6% 25.0% 8.6% 22.7% 7.8% 28.1% 7.0% 5.5% 17.2% 28.9% 14.1% 3.9% 7.0%

170 29 22 37 23 55 24 47 18 10 31 79 27 3 8

- 17.1% 12.9% 21.8% 13.5% 32.4% 14.1% 27.6% 10.6% 5.9% 18.2% 46.5% 15.9% 1.8% 4.7%

288 54 38 54 39 86 34 73 36 14 46 106 41 7 18

- 18.8% 13.2% 18.8% 13.5% 29.9% 11.8% 25.3% 12.5% 4.9% 16.0% 36.8% 14.2% 2.4% 6.3%

227 32 29 63 42 71 26 58 35 11 43 101 26 3 7

- 14.1% 12.8% 27.8% 18.5% 31.3% 11.5% 25.6% 15.4% 4.8% 18.9% 44.5% 11.5% 1.3% 3.1%
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地域活動やボランティア活動などどのような活動をしているかでは、「自治会の活動」が51.9％と最も多く、次いで「ボランティア活動」27.4％、「子ども会の活動」25.1％、「ＰＴＡの活動」21.9％となっています。
[image: image75.emf]項　　目 回答数 構成比

直接訪問する 18 2.2%

隣り近所の人に連絡する 87 10.5%

自治会長に連絡する 35 4.2%

民生委員児童委員に連絡する 50 6.0%

社会福祉協議会に連絡する 15 1.8%

市役所、福祉事務所、地域包括支援センターへ

連絡する

212 25.5%

警察・交番に連絡する 241 29.0%

特に何もしない 21 2.5%

わからない 75 9.0%

その他 7 0.8%

無回答 71 8.5%

合計 832 100.0%


[image: image76.emf]項　　目 度数 比率

安否確認の声かけ 459 55.2%

趣味などの話し相手 104 12.5%

買い物の手伝い 146 17.5%

ごみ出し 142 17.1%

外出の手助け 50 6.0%

家の前などの掃除 110 13.2%

短時間の子どもの預かり 78 9.4%

子どもの送り迎え 43 5.2%

子どもの通学路の見守り 97 11.7%

高齢者等の介護 27 3.2%

緊急時の手助け 386 46.4%

特にない 92 11.1%

その他 30 3.6%

無回答 20 2.4%

ｎ 832 -


（問22－（1）で「4」「5」を選んだ人におたずねします。）

問２２－（３）　現在活動していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○）

現在活動していない理由では、「時間がない」が50.4％と最も多く、次いで「勤務などの都合で機会がない」48.7％、「参加方法がわからない」37.0％、「一緒に活動する仲間がいない」24.5％となっています。
[image: image77.emf]項　　目 回答数 構成比

自分たちの生活に関わることだから、できるだけ

住民同士で協力して解決したい 381 45.8%

地域のことに熱心な人たちが考えてくれるので、

その人たちに任せておきたい 86 10.3%

行政に解決してもらえるように、積極的に要求し

ていきたい 280 33.7%

その他 46 5.5%

無回答 39 4.7%

合計 832 100.0%


[image: image78.emf]項　　目 回答数 構成比

よく知っている 11 1.3%

少し知っている 82 9.9%

聞いたことはある 206 24.8%

知らない 524 63.0%

無回答 9 1.1%

合計 832 100.0%


問２３－（１）　あなたは、今後、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等に、どの程度取り組んでいきたいと考えていますか。（ひとつだけ○）

今後、地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等に、どの程度取り組んでいきたいと考えているかでは、「機会があれば、取り組んでもよい」が49.0％と最も多くなっています。また、「積極的に、取り組んでいきたい」、「できるだけ取り組んでいきたい」を合わせると16.3％となっています。

[image: image79.emf]項　　目 回答数 構成比

よく知っている 9 1.1%

少し知っている 69 8.3%

聞いたことはある 181 21.8%

知らない 559 67.2%

無回答 14 1.7%

合計 832 100.0%


[image: image80.emf]項　　目 回答数 構成比

よく知っている 60 7.2%

少し知っている 148 17.8%

聞いたことはある 185 22.2%

知らない 424 51.0%

無回答 15 1.8%

合計 832 100.0%


■問２３－１×年代別

年代別でみると、10歳代～70歳代で「機会があれば、取り組んでもよい」が最も多くなっています。また、80歳以上で「取り組むことができない」が最も多くなっています。

[image: image81.emf]項　　目 回答数 構成比

現在、継続的に取り組んでいる 91 10.9%

たまに、取り組むことがある 106 12.7%

取り組んだことはあるが、現在は

ほとんどしていない 146 17.5%

取り組んだことはない 363 43.6%

取り組むことができない 98 11.8%

無回答 28 3.4%

合計 832 100.0%


■問２３－１×保有する専門的知識・技能別

保有する専門的知識や技能別にボランティアへの参加意向をみると、「積極的に取り組んでいきたい」と回答した人は「学習指導」や「スポーツ指導」の知識・技能をお持ちの人で、「特にない」人が1.5％であるのに対し、それぞれ8.5％、8.3％の高い回答を示しています。
また、「できるだけ取り組んでいきたい」と回答した人では、「農業・園芸」の知識・技能をお持ちの人が28.1％で、「特にない」人が13.4％の２倍以上の回答となりました。
更に、「機会があれば取り組んでもよい」と回答した人では、「介護・看護」の知識・技能をお持ちの人が63.1％で最も高く、この方たちはボランティアのきっかけ次第で力となる可能性のあることが示されました。
[image: image82.emf]項　　目 回答数 比率

自治会の活動 178 51.9%

婦人会の活動 18 5.2%

子ども会の活動 86 25.1%

老人クラブの活動 12 3.5%

ＰＴＡの活動 75 21.9%

子育てサークルの活動 3 0.9%

スポーツ団体の活動 53 15.5%

趣味等のサークル活動 44 12.8%

ボランティア活動

94 27.4%

 ＮＰＯ活動 12 3.5%

その他 17 5.0%

無回答 5 1.5%

ｎ 343 -


（問23－（１）で「１」「２」「３」を選んだ人におたずねします。）

問２３－（２）　どのような条件であれば、活動・参加したいと思いますか。　　　　　　（あてはまるものすべてに○）
[image: image83.emf]項　　目 回答数 比率

自治会等の組織に入っていない 67 19.5%

勤務などの都合で機会がない 167 48.7%

参加方法がわからない 127 37.0%

時間がない 173 50.4%

興味がない 60 17.5%

経済的な負担が大きい 22 6.4%

家族の理解が得られない 5 1.5%

体調がすぐれない 61 17.8%

一緒に活動する仲間がいない

84 24.5%

わずらわしい 38 11.1%

その他 32 9.3%

無回答 9 2.6%

ｎ 343 -

どのような条件であれば、活動・参加したいかでは、「気軽に参加できる」が62.3％と最も多く、次いで「身近なところで活動できる」56.1％、「活動時間や曜日が自由」51.7％となっています。
[image: image84.emf]項　　目 回答数 構成比

積極的に、取り組んでいきたい 17 2.0%

できるだけ取り組んでいきたい 119 14.3%

機会があれば、取り組んでもよい 408 49.0%

あまり取り組みたくない 136 16.3%

取り組むことができない 108 13.0%

無回答 44 5.3%

合計 832 100.0%


（問23－（１）で「１」「２」「３」を選んだ人におたずねします。）
問２３－（３）　あなたが今後してみたい地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等は何ですか。（３つまで○）

[image: image85.emf]上段：回答数

下段：％

16 0 5 8 3 0 0

100.0% 0.0% 31.3% 50.0% 18.8% 0.0% 0.0%

111 2 9 69 17 14 0

100.0% 1.8% 8.1% 62.2% 15.3% 12.6% 0.0%

150 6 16 90 21 15 2

100.0% 4.0% 10.7% 60.0% 14.0% 10.0% 1.3%

152 2 16 84 32 12 6

100.0% 1.3% 10.5% 55.3% 21.1% 7.9% 3.9%

136 3 22 69 28 9 5

100.0% 2.2% 16.2% 50.7% 20.6% 6.6% 3.7%

129 2 27 58 13 21 8

100.0% 1.6% 20.9% 45.0% 10.1% 16.3% 6.2%

83 2 19 22 18 11 11

100.0% 2.4% 22.9% 26.5% 21.7% 13.3% 13.3%

50 0 4 7 4 24 11

100.0% 0.0% 8.0% 14.0% 8.0% 48.0% 22.0%
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今後してみたい地域活動やボランティア活動、地域や住民に対する各種の支援活動等では、「特技や趣味を活かした交流活動（手芸、調理、農作業、スポーツ、外国語、パソコン、陶芸など）」が27.2％と最も多く、次いで「地域を元気にする活動（自治会での交流活動など）」26.8％、「高齢者を支援する活動（家事援助、話し相手、見守り・声かけ、外出付き添いなど）」21.7％、「周辺環境を整備する活動（道路・公園の清掃、リサイクルなど）」21.1％、「地域の安全を守る活動（防犯パトロール、子どもの見守りなど）」20.8％、「災害時の支援などの活動（物資の寄付、復興支援、災害時要援護者の見守りなど）」20.6％、「子育てを支援する活動（子育ての交流会や児童の一時預かりなど）」20.0％となっています。
[image: image86.emf]項　　目 回答数 比率

活動情報の提供がある 176 32.4%

友人等といっしょに参加できる 129 23.7%

身近なところで活動できる 305 56.1%

活動時間や曜日が自由 281 51.7%

気軽に参加できる 339 62.3%

適切な指導者やリーダーがいる 158 29.0%

特技や知識が活かせる 87 16.0%

身体的な負担が少ない 126 23.2%

経済的な負担が少ない 205 37.7%

特にない 9 1.7%

その他 9 1.7%

無回答 4 0.7%

ｎ 544 -


問２４　地域における助け合い、支え合い活動を活発にするためには、どのようなことが重要だと思いますか。（３つまで○）

地域における助け合い、支え合い活動を活発にするためには、どのようなことが重要だと思うかでは、「困っている人や、助け合いの場、組織についての情報を得やすくする」が33.2％と最も多く、次いで「地域における福祉活動の意義と重要性をもっとPRする」が31.9％、「ボランティアリーダーや福祉活動に関わる人を育成する」」が24.5％となっています。
[image: image87.emf]項　　目 回答数 比率

地域を元気にする活動

（自治会での交流活動など） 146 26.8%

子育てを支援する活動

（子育ての交流会や児童の一時預かりなど） 109 20.0%

高齢者を支援する活動

（家事援助、話し相手、見守り・声かけ、外出付き添いなど） 118 21.7%

障がいのある人を支援する活動

（手話、点字、要約筆記、軽介助、外出付き添いなど） 48 8.8%

児童の健全育成の活動

（スポーツの指導、子ども会の活動など） 74 13.6%

特技や趣味を活かした交流活動

（手芸、調理、農作業、スポーツ、外国語、パソコン、陶芸など） 148 27.2%

周辺環境を整備する活動

（道路・公園の清掃、リサイクルなど） 115 21.1%

地域の安全を守る活動

（防犯パトロール、子どもの見守りなど） 113 20.8%

災害時の支援などの活動

（物資の寄付、復興支援、災害時要援護者の見守りなど） 112 20.6%

特にない 33 6.1%

その他 4 0.7%

無回答 45 8.3%

ｎ 544 -


[image: image88.emf]項　　目 回答数 比率

地域における福祉活動の意義と重要性をもっとＰＲする 265 31.9%

地域でボランティアなどの活動の拠点となる場を整備する 197 23.7%

地域における福祉活動の活動費・運営費などの資金的な援助

を行う 118 14.2%

ボランティアリーダーや福祉活動に関わる人を育成する 204 24.5%

福祉活動の相談・指導を担当する専門職員の充実を図る 167 20.1%

困っている人と、支援できる人との調整を図る人材を育成する 173 20.8%

困っている人や、助け合いの場、組織についての情報を得やす

くする 276 33.2%

介護やボランティア活動の方法などに関する研修を行う 79 9.5%

学校教育や社会教育での福祉教育を充実する 150 18.0%

特にない 51 6.1%

その他 15 1.8%

無回答 74 8.9%

ｎ 832 -


５　福祉サービスなどについて

問２５　あなたは、次の団体や機関を知っていますか。（あてはまるものすべてに○）

[image: image89.emf]項　　目 回答数 比率

民生委員児童委員 446 53.6%

社会福祉協議会（社協） 457 54.9%

地域子育て支援センター 336 40.4%

地域包括支援センター 266 32.0%

就労継続支援Ｂ型事業所（旧授産施設） 75 9.0%

保健福祉センター（ゆうゆう館・きらら館） 664 79.8%

障がい者相談支援センター 177 21.3%

家庭相談員・婦人相談員 106 12.7%

人権擁護委員 140 16.8%

無回答 70 8.4%

ｎ 832 -

福祉サービスなどの団体や機関を知っているかでは、「保健福祉センター（ゆうゆう館・きらら館）」79.8％と最も多く、次いで「社会福祉協議会（社協）」54.9％、「民生委員児童委員」53.6％となっています。
[image: image90.emf]上段：回答数

下段：％

16 4 6 9 8 2 12 8 3 2 2

- 25.0% 37.5% 56.3% 50.0% 12.5% 75.0% 50.0% 18.8% 12.5% 12.5%

111 46 43 40 34 13 88 30 13 12 11

- 41.4% 38.7% 36.0% 30.6% 11.7% 79.3% 27.0% 11.7% 10.8% 9.9%

150 58 57 86 42 11 127 29 20 10 9

- 38.7% 38.0% 57.3% 28.0% 7.3% 84.7% 19.3% 13.3% 6.7% 6.0%

152 81 75 76 36 11 125 29 15 16 11

- 53.3% 49.3% 50.0% 23.7% 7.2% 82.2% 19.1% 9.9% 10.5% 7.2%

136 84 96 54 54 13 113 35 27 31 10

- 61.8% 70.6% 39.7% 39.7% 9.6% 83.1% 25.7% 19.9% 22.8% 7.4%

129 97 101 49 57 18 108 30 19 42 7

- 75.2% 78.3% 38.0% 44.2% 14.0% 83.7% 23.3% 14.7% 32.6% 5.4%

83 49 56 15 23 5 60 10 7 20 8

- 59.0% 67.5% 18.1% 27.7% 6.0% 72.3% 12.0% 8.4% 24.1% 9.6%

50 25 23 6 11 2 29 6 2 7 9

- 50.0% 46.0% 12.0% 22.0% 4.0% 58.0% 12.0% 4.0% 14.0% 18.0%
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■問２３－１×年代別

年代別でみると、すべての年代で「保健福祉センター（ゆうゆう館・きらら館）」が最も多くなっています。

[image: image91.emf]　　　　　上段：回答数

　　　　　下段：％

128 72 77 54 46 14 106 29 20 29 9

- 56.3% 60.2% 42.2% 35.9% 10.9% 82.8% 22.7% 15.6% 22.7% 7.0%

170 99 99 69 70 16 125 30 25 26 15

- 58.2% 58.2% 40.6% 41.2% 9.4% 73.5% 17.6% 14.7% 15.3% 8.8%

288 157 166 116 87 32 234 77 36 49 21

- 54.5% 57.6% 40.3% 30.2% 11.1% 81.3% 26.7% 12.5% 17.0% 7.3%

227 114 112 90 59 11 188 38 25 35 19

- 50.2% 49.3% 39.6% 26.0% 4.8% 82.8% 16.7% 11.0% 15.4% 8.4%
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■問２３－１×地区別

地区別でみると、すべての地区で「保健福祉センター（ゆうゆう館・きらら館）」が最も多くなっています。
[image: image92.emf]項　　目 回答数 構成比

十分入手できている 16 1.9%

十分ではないが、入手できている 264 31.7%

ほとんど入手できていない 294 35.3%

今のところ情報を得る必要がない 200 24.0%

無回答 58 7.0%

合計 832 100.0%


問２６－（１）　あなたは、自分に必要な「福祉サービス」※の情報をどの程度入手できているとお考えですか。（ひとつだけ○）

自分に必要な「福祉サービス」※の情報をどの程度入手できているかでは、「ほとんど入手できていない」が35.3％と最も多く、「十分ではないが、入手できている」31.7％、「今のところ情報を得る必要がない」24.0％となっています。
[image: image93.emf]項　　目 回答数 比率

市役所の窓口や広報紙 201 71.8%

民生委員児童委員 24 8.6%

社会福祉協議会 37 13.2%

地域子育て支援センター 30 10.7%

地域包括支援センター 28 10.0%

居宅介護支援事業者（ケアマネジャー）や

ホームヘルパー 49 17.5%

隣り近所の人・知人・友人 65 23.2%

新聞・雑誌・テレビ・ラジオ 48 17.1%

インターネット 70 25.0%

その他 9 3.2%

無回答 0 0.0%

ｎ 280 -


[image: image94.emf]項　　目 回答数 比率

どこで信頼できる情報を得たらよいかわからない 201 68.4%

情報提供が遅い 17 5.8%

情報が難しすぎて、よくわからない 67 22.8%

情報量が多すぎる 14 4.8%

情報量が少なすぎる 46 15.6%

その他 22 7.5%

無回答 6 2.0%

ｎ 294 -


[image: image95.emf]項　　目 回答数 構成比

言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない 258 31.0%

制度は知っているが、活用する必要がない 311 37.4%

制度を活用している 6 0.7%

申立てをしている 1 0.1%

制度を活用したいが、どのような手続きをしたらよ

いのかわからない 22 2.6%

言葉も聞いたことはないし、制度もまったく知らない 186 22.4%

無回答 48 5.8%

合計 832 100.0%


（問26－（１）で「１」「２」を選んだ人におたずねします。）

問２６－（２）　あなたは、「福祉サービス」に関する情報を主にどこから入手していますか。（あてはまるものすべてに○）

「福祉サービス」に関する情報源では、「市役所の窓口や広報紙」71.8％と最も多く、次いで「インターネット」25.0％、「隣り近所の人・知人・友人」23.2％となっています。
[image: image96.emf]項　　目 回答数 構成比

言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない 307 36.9%

制度は知っているが、相談窓口は知らない 124 14.9%

制度や相談窓口についても知っている 57 6.9%

言葉も聞いたことはないし、制度もまったく知らない 307 36.9%

無回答 37 4.4%

合計 832 100.0%


[image: image97.emf]項　　目 回答数 構成比

とても充実している 21 2.5%

まあまあ充実している 498 59.9%

あまり充実していない 174 20.9%

充実していない 46 5.5%

無回答 93 11.2%

合計 832 100.0%


（問26－（１）で「３」を選んだ人におたずねします。）

問２６－（３）　情報の入手ができていない理由はなんですか。
（あてはまるものすべてに○）
情報の入手ができていない理由では「どこで信頼できる情報を得たらよいかわからない」68.4％と最も多く、次いで「情報が難しすぎて、よくわからない」22.8％、「情報量が少なすぎる」15.6％となっています。
[image: image98.emf]項　　目 回答数 比率

隣り近所など、周囲の理解と協力による見守りなどの支援を行う 147 17.7%

ボランティア団体など市民活動への援助を充実させる 60 7.2%

高齢者や障がいのある人が地域で活動できる機会をつくる 150 18.0%

人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる 228 27.4%

健康や福祉についての情報提供を充実させる 217 26.1%

市民がお互いに支え合い助け合えるまちづくりをすすめる（市民

同士や行政との協力等） 139 16.7%

健康づくりや生きがいづくりが盛んなまちづくりをすすめる 162 19.5%

自宅での生活を支援する在宅福祉サービスを充実させる 129 15.5%

高齢者、障がいのある人、児童の施設サービスを充実させる 149 17.9%

安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる 215 25.8%

手当てなど金銭的な援助を充実させる 122 14.7%

交通の利便性の確保をすすめる 170 20.4%

道路の段差解消など、バリアフリー化をすすめる 116 13.9%

その他 11 1.3%

無回答 65 7.8%

ｎ 832 -


[image: image99.emf]上段：回答数
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問２７　「成年後見制度」とは、本人が障がいや認知症などで判断能力が十分でない場合、本人に代わって家庭裁判所が決める法定後見人が財産管理や介護サービス契約などを行うことができる制度ですが、あなたはこの制度について知っていますか。（ひとつだけ○）

　成年後見制度を知っているかでは、[image: image100.emf]項　　目 回答数 比率

地域の人と日常的にあいさつする関係があること 419 50.4%

地域に、気軽にものごとを頼み頼まれる関係があること 231 27.8%

地域に、困りごと（病気、悩み、事故など）を相談できる人がいること 264 31.7%

日ごろ、見守られていると思えること 191 23.0%

いざという時は、支えられるという安心感があること 495 59.5%

地域に、みなで取り組める行事があること 152 18.3%

地域に、自分が貢献できる役割があること 171 20.6%

その他 11 1.3%

わからない 54 6.5%

無回答 22 2.6%

ｎ 832 -

「制度は知っているが、活用する必要がない」37.4％と最も多く、次いで「言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない」31.0％、「言葉も聞いたことはないし、制度もまったく知らない」22.4％となっています。
[image: image101.emf]7.7%

40.8%

13.8%

8.4%

25.9%

3.5%

8.1%

40.4%

11.2%

9.3%

26.7%

4.4%

0% 20% 40% 60%

暮らしやすいと思う

まあまあ暮らしやすいと思う

あまり暮らしやすいとは思わない

暮らしやすいとは思わない

わからない

無回答

平成22年

平成28年


問２８　「生活困窮者自立支援制度」とは、様々な理由により生活に困っている方が、地域の中で安心して自立した生活をおくることができるよう支援する制度ですが、あなたはこの制度や相談窓口について知っていますか。　　　　（ひとつだけ◯）

生活困窮者自立支援制度を知っているかでは、「言葉は聞いたことがあるが、制度のことは知らない」、「言葉も聞いたことはないし、制度もまったく知らない」が同率の36.9％と多くなっています。
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[image: image103.emf]　　　　　　　上段：回答数

　　　　　　　下段：％
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６　保健福祉施策などについて

問２９　下野市の保健福祉施策（サービス）について、あなたはどのように感じていますか。（ひとつだけ○）
下野市の保健福祉施策（サービス）について感じていることでは、「まあまあ充実している」が59.9％と最も多く、「とても充実している」と合わせると62.4％となっています。
また、「充実していない」、「あまり充実していない」を合わせると26.4％となっています。
[image: image104.emf]　　　上段：平成22年

　　　下段：平成28年
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[image: image105.emf] 

※ＮＰＯ：民間の非営利組織のことで、政府・自治体や企業には含まれず、利益追求のためではなく、社 会的な使命（ミッション）の実現をめざして自立的に活動する組織・ 団体。    


[image: image106.emf]上段：回答数

下段：％

16 0 4 2 5 5 0 0

100.0% 0.0% 25.0% 12.5% 31.3% 31.3% 0.0% 0.0%

111 10 30 13 21 31 4 2

100.0% 9.0% 27.0% 11.7% 18.9% 27.9% 3.6% 1.8%

150 14 43 25 25 39 0 4

100.0% 9.3% 28.7% 16.7% 16.7% 26.0% 0.0% 2.7%

152 14 47 16 28 40 2 5

100.0% 9.2% 30.9% 10.5% 18.4% 26.3% 1.3% 3.3%

136 8 49 13 24 38 1 3

100.0% 5.9% 36.0% 9.6% 17.6% 27.9% 0.7% 2.2%

129 12 56 6 13 34 2 6

100.0% 9.3% 43.4% 4.7% 10.1% 26.4% 1.6% 4.7%

83 15 34 4 4 19 0 7

100.0% 18.1% 41.0% 4.8% 4.8% 22.9% 0.0% 8.4%

50 15 15 3 2 9 1 5

100.0% 30.0% 30.0% 6.0% 4.0% 18.0% 2.0% 10.0%

70歳代

80歳以上

小学校区中学校区

10歳代

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

合計 隣り近所 自治会

下野市

全域

その他 無回答

前回調査結果での「とても充実している」と「まあまあ充実している」を合わせた割合53.1％から、大きく改善しています。
問３０　下野市の保健福祉施策をより充実していくために、あなたが重要と考える取り組みはどれですか。（３つまで○）

[image: image107.emf]28.1%
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お持ちの技能とボランティアへの参加意向について

農業・園芸 大工・リフォーム

介護・看護 調理

経理・会計 生産・品管

パソコン デザイン・書道

学習指導 スポーツ指導

特にない

重要と考える下野市の保健福祉施策をより充実していくための施策では、「人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる」が27.4％と最も多く、次いで「健康や福祉についての情報提供を充実させる」26.1％、「安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる」25.8％、「交通の利便性の確保をすすめる」20.4％となっています。
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■問３０×年代別

年代別でみると、20歳代～30歳代で「安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる」、10歳代、40歳代、60歳代で「人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる」、50歳代で「健康や福祉についての情報提供を充実させる」、70歳代で「健康づくりや生きがいづくりが盛んなまちづくりをすすめる」、80歳以上で「自宅での生活を支援する在宅福祉サービスを充実させる」が最も多くなっています。
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■問３０×地区別

地区別でみると、最も多いのは南河内中学校区が「安心して子どもを生み育てられる子育て環境を充実させる」、南河内第二中学校区は「健康や福祉についての情報提供を充実させる」、石橋中学校区、国分寺中学校区では「人が集まり、気軽に相談できる場を充実させる」と、地区ごとの特徴が見られています。
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７　幸福感について

問３１　「地域」との関わりの中で、あなたが考える『幸福』とはどのようなものですか。（あてはまるものすべてに○）

「地域」との関わりの中での『幸福』とはどういうものかでは、「いざという時は、支えられるという安心感があること」が59.5％と最も多く、「地域の人と日常的にあいさつする関係があること」が50.4％です。続く「地域に、困りごと（病気、悩み、事故など）を相談できる人がいること」は31.7％と20％近く差があることから、具体的な内容よりも、安心感や日ごろの関係に「幸福」を感じる人が多いことが伺える結果です。
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自由記述
○ 以下のテーマについて、何かご意見などがございましたら、ご自由にお書きください。

①みんなで助け合い・支え合える地域をつくるために、何かアイデアがあれば教えてください。あなたができること、地域で取り組むべきことなど、何でも結構です。

②そのほか、何かご意見などがあれば教えてください。
（１）自由記述を見る際の注意事項

●原則として記載された原文をそのまま掲載していますが、明らかな誤字や脱字についつては修正を行っています。
●個人の特定につながる恐れのある記述については、該当箇所を●に変換しています。
●一人の回答者が複数の区分にわたる意見を記載している場合には、それぞれの区分に重複して全文を掲載し、再掲となる箇所には「※重複」表記を付加しています。
●「記述の概要」では、ご意見の意図を損なわない範囲で、記述を短縮している場合があります。

記載者の数と意見数

	
	中学校区
	合計

	
	南河内
	南河内
第二
	石橋
	国分寺
	無回答
	

	回答者総数
	128
	170
	288
	227
	19
	832

	記述
①
	記載者数（人）
	15
	25
	34
	22
	2
	98

	
	記載率　（％）
	11.2
	14.7
	11.8
	9.7
	10.5
	11.8

	
	意見数 （件）
	20
	30
	37
	25
	2
	114

	記述②
	記載者数（人）
	20
	31
	46
	25
	2
	125

	
	記載率　（％）
	15.6
	18.2
	16.0
	11.0
	15.8
	15.0

	
	意見数 （件）
	24
	34
	51
	27
	2
	138


※福祉サービス：行政が行う高齢者福祉サービス、介護保険サービス、障害福祉サービス、児童福祉サービスなど。












